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研究成果の概要（和文）：都市という複合的な側面や層から構成されるフィールドを対象とした研究プロジェク
トとして，本研究では都市と都市における人びとの生の問題に対して幸福，食農，工学，地理情報，移動，そし
て倫理といった多面的なアプローチから検討を行った．成果としては，第一に上記の各アプローチに関連する個
別の研究がある．第二に，これらの多様なアプローチの研究者間での協働の体制を整え，今後の発展的な研究の
基盤を整備したことが挙げられる．

研究成果の概要（英文）：As a research project targeting a field composed of multiple aspects and 
layers, the city, this study examined the city and the problems of urban lives from multifaceted 
approaches such as happiness, food and agriculture, engineering, geographic information, mobility, 
and ethics. The main results of our research can be divided into two categories. First, there are 
individual studies related to each of the above approaches. Secondly, we have established a system 
of collaboration among researchers of these various approaches, and have prepared a foundation for 
future developmental research.

研究分野： 倫理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
世界人口の過半数が既に都市部に居住し，都市への人口集中が今後も続くと考えられる現状において，都市にお
ける持続可能性とウェルビーイング（幸福）をいかに向上させるかが重要な課題となっている．Society 5.0と
いうキーワードのもとでICTなどの技術の利活用をはじめとする，さまざまな側面からこの課題へのアプローチ
による知見が蓄積されてきているが，それらをいかに関連づけ，統合するかについては未だ議論が未整備な状況
にある．本研究は萌芽的研究として，そのような体制を構築するための基礎となることを意図されたものであ
る．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
世界人口の過半数が既に都市部に居住しており，今後も都市部への人口集中が続くと想定さ

れている．このような状況においては都市生活の持続可能性とウェルビーイングを向上させる
ことが，SDGs などの観点から優先度の高い課題となっている．実際，さまざまな学術分野やア
プローチに基づく研究の成果が蓄積されてきているが，個々の領域でなされている研究をいか
に関連づけ，統合的な知見を得ることができるかについてはこれからの課題という状況であっ
た． 
  これとは別に，技術倫理分野での研究動向があった．地理情報技術や監視技術などを含む情報
技術や IoT，自動運転を始めとする交通，食料生産や流通，都市におけるウェルビーイングなど，
従来個別のものとして扱われていた話題を統合するフィールドとしての都市への注目が集りつ
つあった． 
  また国内的な状況としては，工学的な開発を目的とした領域横断的な研究プロジェクトに倫
理学・哲学分野の研究者が参加する機会が増加しているということもあった．領域横断的な研究
プロジェクトにおける倫理学や哲学の役割とは何か，そうしたプロジェクトの遂行上要求され
る倫理とは何か，といった問題関心もあった． 
  本研究の着想および申請時点での背景は上記の三点であった． 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，上記の背景をふまえて，都市に関連する諸研究の例として経済学，食農分野，

地理学，工学倫理を選んだ上で，それらを接合する観点としての倫理学を中心に分野間での知見
の共有と協働のための研究体制を構築することにあった． 
 
 
 
３．研究の方法 
研究方法としては，個別領域での各自の研究をベースにして，それらの間での協働の可能性を学
会や研究会の場を活用して探るという，それ自体としては特徴のないものであった． 
ただし，新型コロナウィルスの流行により，当初の協働の予定がかなり制限されることになり，

現実にはメーリングリストやオンラインでの研究会などのかたちで行わざるを得なかった．学
際的な研究にはどうしても研究者同士の関係という属人的な側面が存在するため，直接対面す
る機会が完全に失われたことにより方法論上，本研究は制限を受けることになった． 
 
 
 
４．研究成果 
上で述べたように，二年間の研究期間の半分以上に渡って大きく研究活動を制限されること

になったが，それでも次に述べるような一定の成果があった． 
まず，各分担者による個別の研究成果は，論文や学会発表等のかたちで公開されてきている．

主だった成果の内容の概略を説明すると以下のようになる．Suzuki(2019)は，フランスでの暴動
の分析を通して，近年のオンライン・マッピング・サービスやソーシャル・ネットワーキング・
サービスの普及により,人びとが暴動を含む集合的行為に参加する敷居が下がっていると指摘し
ている．その上で，地理情報技術に関する何らかの倫理的な基準が必要だと結論している．また
鈴木は 2020 年度には感染症と一般市民による地理情報の可視化の問題，感染症と観光の問題に
ついて成果を公表している．篭橋が 2020 年度に共著で公表した三つの論文は，いずれもウェル
ビーイングと消費の関係を分析したものであり，そのうち一本は COVID-19 流行下での両者の関
係を扱っている．斉藤(2020)は人工物に媒介された世界という観点から工学倫理の特性を分析
している．都市は人工物に媒介された世界の代表例であり，斉藤は工学がサービス化した現在に
おいては製造よりも，設計やメンテナンスが重要になると指摘している．太田・立川(2019)はフ
ードシステムと市民性の関係を検討した論文である．また太田が共著者となっている Kondo ほ
か(2019)は，オープンサイエンスおよびコミュニティによる参加という超学際研究のあり方に
関して論じており，本研究にとっても研究手法という面で重要性の高い研究成果である．同様に，
神崎による学会報告(Kanzaki2020)は，超学際的な研究における研究倫理という問題を論じてい
る．また，レポジトリへの登録の関係で本報告執筆時点では未公開であるが，太田・神崎ほか
(forthcoming)は，超学際研究に取り組もうとしている倫理学・哲学系研究者向けの研究ガイド
ブックとして，今後の研究の発展に貢献するものでらある． 
次に，研究代表者である神崎と分担者の一人である太田がオーガナイザーとして開催したア

ジア太平洋食農倫理国際会議(APSAFE2020 https://www.apsafe2020.online)を通じて，食と農
業，都市，そして倫理などの分野間，および地域間での研究者の協働のための基盤が構築された



こと．特に，今後の継続した開催やウェビナーなどの関連する企画の実施を議論するためのプラ
ットフォームを太田が Slack 上に整備したことは，研究のための国際・地域間協働の基盤構築と
いう点で意義の大きいことだと言える． 
最後に，本研究によって都市に関連する分野横断的な研究体制の基礎が形成されたことを成

果として挙げることができる．これによって，本研究の研究期間を延長せずに，より広い分野の
分担者を追加した後継の研究プロジェクトの申請を行うことが可能になっただけでなく，より
広い観点から都市の問題に取り組むことが可能になったといえる． 
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